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　S的-剱に報i^地下戮粉教iよ，載裁『麹－壌助教に比べて醇素により分解さ≫Kにいヽこ

とが，血is細おぷびき』ti々r細5 *てい5, 老々も鼻兎を果lこするﾌﾟ隆々の瀕命数にl＼' ン7

レア希ンを作用さぞ/地上瀕駒iこ軋ぐナナ，高ア２ロース(凶トウモロコちギンf >の

凛諭斡のふうに分解さ血に<い剖外があり，地で瀾命にi-*rトイモ薫參艦のよう!= 分解さ

未や亨い剖外の沸ることを明5 かlこL 心今ヽ詞はさいこ，その特有な風嘸や曹香恒を特つ

た,め，香事衿ヒI て各魏の斟理に像右i＼てuるワサピボよぴJ･ﾖｳがの瀕物教につぃ・，酷

看によ多分冪性を明i かiこすると和こ，他のー,三の性iこつぃtも纒討をヵaえた，

　タ琉芦輪舷ぱ箭を通L，水琥蔵をく'l返に調漿I 友。鳶着艦の餐驀表に，所柘了詐

でヂ1の溥臓，－アヨラーゼを作用さぞ，可゛參性とな，良友水ｲと物をP四払疵殯殲で瓦^ し.

命ヽ解學をえめた。ま瓢走t電子顕微耀(SEM)による観案, X線回七ﾌｫﾄﾍﾟ" -ストグラ

A *･よびa -ド象乏ば掌去に従っn.。さ5 1こ,瀕扮の0よi戟如')，生成物の

ゲル才通による分別は既mこよつ気。

　紺豪　･7 サビ澱粉教It,トウモロコシ瀾齢粧Ifどr はなn が，比軟的高い暉性£^ I

私が，>・ｳｶﾞ゛凋劫数は，あまりーいか解IS- £ifiさなかった。また，ワサビ澱粉のｘ線回折

R li B 昌号, >"9' が̂鼻粉のχ條回打R 1ぶB にiftいc 囲型をTi; I た. 7*ﾄ？－ストゲラ7,-

/こよる桐化嘲昶鼻声I*ワ■*r ビ凋粉？iri 'c t4t i., 逆1; >ヨウガ那粉はi7'cと高かった。また，

刎V V - X I- ゲラムは，ワすど槻知，5*ウダ膚物劃こ，に喘濃溥-0-一片の嶮を度増加を示

I ft.　りお本5，膚着嚇一字,i!，μ2 □??り｡2)□仏畿^£ぷAn＆,12., /や穴/f呵)。
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キャ、/*rパーぴサゴ｀澱粉糊の光勧吟性ic闇す心研^

粂点農又　象　〇内村佳子　永釦申堵　溥・、i%ヽ"I 端晶子

〈目的〉キャ'/ すバM. ぴフゴ澱粉,ま。軌帯皿域。重挙な作吻で｀hるが，そ・理化東的ts. 雙

と*) 草に閑了る研覧ほ'^-ない。

　我々a　こi^ら，ヽ政帖め孵規利用蘭珊＆§的とじて鳶軋を進めているが. 本蔵で･ほキャ

"ノワベ　rr ゴ澱粉。池勧誘住|乙n ヽ｡四倹討レた。

くぢ浩,> 試料＼X
■

夕りS テョシフ丿魚，･）そヤ■ソブバ澱粉と，マレーシ7 国サラフワ走。サ

ゴ澱粉を　松浴,に単工．fK．Kよりxチしrニ。対照,として帝販，馬鈴驚。甘巍澱粉と用いl-c

　V-1ずホIT)試料h ■昂騰水中てツ）｀冰聞攬捧;!!°熱藻妬し・　fY]刄び糖r~よる粘洩”影響＆

H flK K E 起ロトご人コK V 3 £用い1 . 2,レ~'io-ン。藻友紀卯Tヽ渕匙レre・

　な訟砦能療,勉.s､ショ稀£ 悟mした3 ・/・くす湯fl乍咸レ晨ヽ昧時汪についＩ S.D｡μ。i よ

仁形毎,錘対を用い1 行り,｡，｡片。純S. t £双,入亀竹と用い1 権討しfc．

く延軋ンいキへの篆粉む　虎度勾配び,ヽさいほど粘友0く刄きいどい仙央々的俵羞粘性を＆

し.　湿象が上尊tると細胤が低下するｲ頃向が凌ら八f- .

　P riの影零に｡つい1. は■いずれの澱粉もp H ゛低下と-fe もI- 粘度も倆少し仁゜

　ン3 糠ふ卯にぶる彩* は。キV 'V■ /̂N. ..%鈴鳶，x｡シ3 糖添m殯農£ 循寸ととも/に粘度が

ti加しr- び，寸コ-. 甘巍激粉ヽl5｡ 辿i・粘良昭低下しrこ。

　官能俵査。緒暴ヵヽら■ ^(■憧。く･t･峰。冷，味将性＆iとめふと.キャッ1アバは白っis'く。

曳昧が残るが｀0*好-11 が畠い。マコ"はくtt HI-Tiいが後味が■残｀る。馬鈴棄lユ遣好rざがof仔性が

畠･i . 甘藷に奮闘感･つやに哭げるが｀あっさ')している. tヽ,ヽう傾向でas った.


